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●｢学校での対応で最も求められるのは､ 先生

のかかわりにより 『信じてもいい大人がいるん

だ』 ということを知ってもらい､ 子どもの援助

希求能力を高めることだと思います｣ 特集

１のインタビューでの､ 松本先生の最後のご示

唆です｡ 子どもの自傷行為に対応される先生だ

けでなく､ 日々様々なケースに対応され､ 時に

は徒労感ややりきれない気持ちに苛まれながら

子どもへのかかわりに心を砕いてこられたすべ

ての ｢学校の先生方｣ への静かな勇気づけでは

ないでしょうか｡

●就学・進学時の学校間連絡は､ 学校間の情報

連携でもあります｡ どの子も安全に楽しく友達

とかかわり､ 新たなチャレンジができるように､

まず先生同士が子どものためにつながる機会に

していきたいものです｡ ���
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時間のない中だからこそ､ 短い時間の反

復､ 既成の活動にちょっと相乗り､ 家庭

との連携など､ アイデア総動員の取り組

みからＳＳＴ定着の方途を探します｡
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新年度がスタートすると､ 職員会議など

で ｢本年度の活動方針｣ を説明する機会

が得られたりします｡ 方針づくりを検討

する際に役立つ資料を提供します｡
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